
(57)【要約】

【構成】マンホール１２は開口２０を含み、開口２０に

連通する上層１６の下方には上層１６と分離された下層

１８が形成される。上層１６には雨水管路が接続され、

下層１８には汚水管路が接続される。開口２０は道路上

の雨水を直接流下させるものであり、この下水管路１０

は道路側溝下に配置される。降雨時には開口２０からの

流下雨水は上層１６から雨水管路に流される。また、貫

通孔４８によって、降雨初期雨水は下層１８へ流下し、

汚水管路へ排出されることとなる。管路の周囲にはシー

ト部材５０で囲まれた砕石層５４が管路方向にわたって

形成される。雨水管路は有孔管で構成されるので、雨水

は砕石層５４へ流出して貯留される。

【効果】車道下埋設による問題を解消できる。公共水域

の汚染を防止できる。雨水の流出抑制の効果を高めるこ

とができる。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
道 路 上 の 雨 水 を 直 接 流 下 さ せ る た め の 開 口 、
前 記 開 口 に 連 通 し て 前 記 雨 水 を 受 け る 上 層 、 お よ び
前 記 上 層 と は 仕 切 に よ っ て 隔 て ら れ か つ 前 記 上 層 の 下 方 に 一 体 的 に 設 け ら れ る 下 層 を 備 え
る 、 マ ン ホ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 上 層 と 前 記 下 層 と は 貫 通 孔 で 繋 が る 、 請 求 項 １ 記 載 の マ ン ホ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の マ ン ホ ー ル を 用 い て 形 成 さ れ た 下 水 管 路 で あ っ て 、
前 記 上 層 に 雨 水 管 が 接 続 さ れ 、 前 記 下 層 に 汚 水 管 が 接 続 さ れ た 、 下 水 管 路 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 雨 水 管 は 有 孔 管 を 含 み 、 前 記 雨 水 管 の 周 囲 に 貯 水 槽 を 形 成 し た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 下 水
管 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
こ の 発 明 は マ ン ホ ー ル お よ び 下 水 管 路 に 関 し 、 特 に た と え ば 上 下 方 向 に ２ 段 に 分 離 さ れ た
上 層 と 下 層 と を 備 え る マ ン ホ ー ル お よ び 下 水 管 路 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 公 共 下 水 道 に は 、 合 流 式 下 水 道 と 分 流 式 下 水 道 と が あ る 。 す な わ ち 、 合 流 式 下 水 道
で は 、 図 ９ に そ の 一 例 を 示 す よ う に 、 車 道 の ほ ぼ 中 央 下 に 本 管 １ が 設 け ら れ 、 本 管 １ に は
、 歩 道 下 ま た は 民 地 等 に 設 け ら れ た 汚 水 ま す ２ が 取 付 管 ３ を 介 し て 接 続 さ れ る と と も に 、
民 地 ま た は 道 路 側 溝 等 に 設 け ら れ た 雨 水 ま す ４ が 取 付 管 ５ を 介 し て 接 続 さ れ る 。 そ し て 、
本 管 １ が 必 要 箇 所 に 設 け ら れ る 図 示 し な い マ ン ホ ー ル 等 を 介 し て 接 続 さ れ て 下 水 処 理 場 へ
延 び る 下 水 管 路 が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 合 流 式 で は 、 汚 水 と 雨 水 と を １ つ の 下 水 管 路
で 一 緒 に 流 し て 下 水 処 理 場 へ と 導 く よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 分 流 式 下 水 道 で は 、 図 １ ０ に そ の 一 例 を 示 す よ う に 、 た と え ば 歩 道 下 に 汚 水 管 ６ が
設 け ら れ る と と も に 車 道 の ほ ぼ 中 央 下 に 雨 水 管 ７ が 設 け ら れ る 。 汚 水 管 ６ に は 歩 道 下 ま た
は 民 地 等 に 設 け ら れ た 汚 水 ま す ２ が 取 付 管 ３ を 介 し て 接 続 さ れ 、 雨 水 管 ７ に は 民 地 ま た は
道 路 側 溝 等 に 設 け ら れ た 雨 水 ま す ４ が 取 付 管 ５ を 介 し て 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 汚 水 管 ６ が
マ ン ホ ー ル 等 を 介 し て 接 続 さ れ て 下 水 処 理 場 へ 延 び る 汚 水 用 の 下 水 管 路 が 形 成 さ れ 、 ま た
、 雨 水 管 ７ が マ ン ホ ー ル 等 を 介 し て 接 続 さ れ て 河 川 等 へ 延 び る 雨 水 用 の 下 水 管 路 が 形 成 さ
れ る 。 こ の よ う に 、 分 流 式 で は 、 汚 水 と 雨 水 と を そ れ ぞ れ の 下 水 管 路 で 別 々 に 流 し て 、 汚
水 を 下 水 処 理 場 へ 導 き 、 雨 水 を 公 共 水 域 （ 河 川 ， 海 域 ， 湖 沼 等 ） に 放 流 し た り 、 あ る い は
地 中 浸 透 さ せ た り し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 こ の よ う な 下 水 の 整 備 や ア ス フ ァ ル ト 舗 装 等 の 都 市 化 ・ 都 市 整 備 が な さ れ た 反 面 、
雨 水 が 下 水 道 や 放 流 域 に 直 接 的 か つ 短 時 間 に 流 出 す る こ と に よ っ て 、 地 中 へ の 雨 水 の 浸 透
量 が 減 少 し 、 河 川 下 流 域 等 で は 集 中 豪 雨 時 等 に 浸 水 被 害 が 発 生 す る 等 の 問 題 が 生 じ て い る
。 こ の た め 、 雨 水 の 流 出 抑 制 対 策 と し て 、 た と え ば 、 浸 透 ま す ， 浸 透 ト レ ン チ お よ び 浸 透
マ ン ホ ー ル 等 の よ う な 、 雨 水 を 一 時 的 に 貯 留 し て か ら 地 中 に 浸 透 さ せ る よ う な 浸 透 施 設 を
、 校 庭 ， 公 園 ， 広 場 ， 駐 車 場 な ど の 公 共 ・ 公 益 施 設 ま た は 民 地 （ 宅 地 ） 等 の 任 意 の 箇 所 に
、 下 水 道 施 設 と は 別 個 に 設 け る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 公 共 下 水 道 で は 、 車 道 下 に 本 管 １ ま た は 雨 水 管 ７ な い し 汚 水 管 ６ 等 を 埋 設 し て い た
の で 、 こ れ ら 下 水 管 の 老 朽 化 ・ 漏 水 等 に よ っ て 車 道 が 陥 没 し て し ま う お そ れ が あ っ た 。 ま
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た 、 取 付 管 等 の 増 設 工 事 等 の た び に 交 通 を 遮 断 し て 車 道 を 掘 り 返 さ な け れ ば な ら ず 、 路 面
段 差 が 発 生 し 易 い 等 の 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
さ ら に 、 合 流 式 で は 、 雨 水 の す べ て を 処 理 場 へ 流 す の で 、 管 路 や 処 理 場 設 備 が 増 大 し 、 処
理 場 の 負 担 が 過 大 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。 な お 、 合 流 式 に お い て 、 こ の 問 題 を 解 消 す
る た め に 、 雨 水 吐 き 室 を 設 け て 、 一 定 量 以 上 の 下 水 を 雨 水 越 流 と し て そ の ま ま 放 流 す る 場
合 が あ る が 、 こ の 場 合 に は 、 未 処 理 の 汚 水 が 公 共 水 域 に 放 流 さ れ て し ま う 合 流 式 下 水 道 越
流 水 問 題 （ Ｃ Ｓ Ｏ ： Ｃ ｏ ｍ ｂ ｉ ｎ ｅ ｄ 　 Ｓ ｅ ｗ ｅ ｒ 　 Ｏ ｖ ｅ ｒ ｆ ｌ ｏ ｗ ｓ ） が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 方 、 分 流 式 で は 、 雨 水 の す べ て を そ の ま ま 公 共 水 域 に 戻 す よ う に し て い る の で 、 車 道 等
の 路 面 や 地 表 な ど に 付 着 し て い る 汚 染 物 質 （ 工 場 排 出 物 ， 排 気 ガ ス ， 自 動 車 の ブ レ ー キ 粉
等 の 重 金 属 類 ， タ イ ヤ 滓 等 ） が 降 雨 初 期 の 雨 水 に 混 入 さ れ る こ と に よ っ て 自 然 環 境 （ 水 質
環 境 ） が 汚 染 さ れ る と い う 非 特 定 汚 染 源 （ ノ ン ポ イ ン ト ソ ー ス ） の 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 雨 水 の 流 出 抑 制 対 策 と し て の 従 来 の 浸 透 施 設 は 、 局 所 的 な 設 置 と な る の で 、 充 分 な
効 果 が 得 ら れ な い お そ れ が あ り 、 ま た 、 下 水 道 施 設 と は 別 個 に 設 け ら れ る の で 工 事 費 が 嵩
ん で い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ れ ゆ え に 、 こ の 発 明 の 主 た る 目 的 は 、 車 道 下 埋 設 に よ る 問 題 を 解 決 で き る 、 マ ン ホ ー ル
お よ び 下 水 管 路 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 他 の 目 的 は 、 下 水 処 理 場 の 負 担 を 抑 え つ つ 、 公 共 水 域 汚 染 を 防 止 で き る
、 マ ン ホ ー ル お よ び 下 水 管 路 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 こ の 発 明 の そ の 他 の 目 的 は 、 雨 水 流 出 抑 制 の 効 果 を 高 め る こ と が で き る 、 マ ン ホ
ー ル お よ び 下 水 管 路 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 発 明 は 、 道 路 上 の 雨 水 を 直 接 流 下 さ せ る た め の 開 口 、 開 口 に 連 通 し て 雨 水 を 受 け る
上 層 、 お よ び 上 層 と は 仕 切 に よ っ て 隔 て ら れ か つ 上 層 の 下 方 に 一 体 的 に 設 け ら れ る 下 層 を
備 え る 、 マ ン ホ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ２ の 発 明 は 、 上 述 の よ う な マ ン ホ ー ル を 用 い て 形 成 さ れ た 下 水 管 路 で あ っ て 、 上 層 に 雨
水 管 が 接 続 さ れ 、 下 層 に 汚 水 管 が 接 続 さ れ た 、 下 水 管 路 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 作 用 】
開 口 は 道 路 上 の 雨 水 を 直 接 流 下 さ せ る た め の も の で あ り 、 た と え ば 上 端 部 の 上 面 ま た は 側
面 等 に 設 け ら れ る 。 開 口 を 道 路 側 溝 下 に 配 置 す る と 、 降 雨 時 に 、 た と え ば 車 道 か ら 道 路 側
溝 へ 流 さ れ た 雨 水 が 、 開 口 か ら 取 り 込 ま れ 、 上 層 に 流 下 さ れ る 。 上 層 に は 雨 水 管 が 接 続 さ
れ る と と も に 下 層 に は 汚 水 管 が 接 続 さ れ る の で 、 上 層 が 受 け た 雨 水 は 雨 水 管 に 流 出 さ れ る
。 一 方 、 汚 水 は 汚 水 管 お よ び 下 層 を 流 れ る こ と と な る 。 こ の よ う に 、 雨 水 を 取 り 込 む 開 口
２ ０ が 形 成 さ れ る の で 、 上 下 ２ 段 に な っ た 雨 水 管 路 お よ び 汚 水 管 路 を 含 む 下 水 管 路 を 道 路
側 溝 下 に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 上 層 お よ び 下 層 を 隔 て る 仕 切 を 貫 通 す る 貫 通 孔 で 上 層 と 下 層 と を 繋 げ た 場 合 に は 、
降 雨 初 期 の 雨 水 を 上 層 か ら 下 層 に 流 下 さ せ 、 汚 水 管 へ 流 出 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 汚 染 物 質 の 公 共 水 域 へ の 放 流 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 雨 水 管 を 有 孔 管 で 形 成 し 、 そ の 周 囲 に 貯 水 槽 を 形 成 す る よ う に し て も よ い 。 貯 水 槽
は 、 た と え ば 周 囲 を シ ー ト 部 材 で 囲 み 、 そ の 内 部 に 砕 石 を 充 填 し て 砕 石 層 を 形 成 し た も の
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で あ る 。 こ の よ う な 貯 水 槽 は 、 下 水 管 路 の 施 工 の 際 に 、 た と え ば 、 掘 削 溝 に シ ー ト 部 材 を
敷 設 し て か ら マ ン ホ ー ル お よ び 管 路 を 設 置 し 砕 石 で 埋 め 戻 す こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 そ
し て 、 マ ン ホ ー ル に 流 入 し た 雨 水 は 、 有 孔 管 か ら 貯 水 槽 に 流 出 し 、 砕 石 の 空 隙 に 浸 入 し て
貯 留 さ れ る 。 シ ー ト 部 材 を 雨 水 が 通 過 可 能 に 形 成 す れ ば 、 雨 水 を 貯 水 槽 に 一 時 的 に 貯 留 し
つ つ 、 地 中 に 浸 透 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 上 下 ２ 段 に な っ た 管 路 の 管 路 方
向 に わ た っ て 雨 水 の 流 出 抑 制 対 策 が 施 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 道 路 側 溝 の 下 に 設 置 す る こ と が で き る の で 、 車 道 陥 没 事 故 や 取 付 管 増
設 工 事 等 の た び に 車 道 を 掘 り 返 し た り す る こ と が な く な り 、 車 道 下 埋 設 に よ る 問 題 を 解 消
で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 貫 通 孔 で 上 下 層 を 繋 げ た 場 合 に は 、 全 雨 水 が 汚 水 管 路 に 流 さ れ る こ と は な く 、 降 雨
初 期 の 雨 水 が 下 層 か ら 汚 水 管 路 へ 流 さ れ る の で 、 公 共 水 域 の 汚 染 を 防 止 で き る 。 ま た 、 初
期 以 降 の 雨 水 は 雨 水 管 に 流 れ る た め 、 下 水 処 理 場 の 負 担 が 過 大 と な る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に 、 周 囲 に 貯 水 槽 を 形 成 し た 場 合 に は 、 上 下 ２ 段 に な っ た 管 路 の 周 囲 に 、 管 路 方 向 に
わ た っ て 雨 水 の 流 出 抑 制 対 策 を 施 す こ と と な る の で 、 従 来 の 局 所 的 な 対 策 よ り も 流 出 抑 制
の 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 下 水 管 路 の 施 工 の 際 に 、 同 時 に 流 出 抑 制 対 策 を 施 し
た 管 路 と す る こ と が で き る の で 、 工 事 費 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 発 明 の 上 述 の 目 的 ， そ の 他 の 目 的 ， 特 徴 お よ び 利 点 は 、 図 面 を 参 照 し て 行 う 以 下 の 実
施 例 の 詳 細 な 説 明 か ら 一 層 明 ら か と な ろ う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 実 施 例 】
図 １ お よ び 図 ２ に 示 す こ の 実 施 例 の 下 水 管 路 １ ０ は 、 雨 水 お よ び 汚 水 を 流 す た め の も の で
あ り 、 マ ン ホ ー ル １ ２ を 含 む 。 な お 、 マ ン ホ ー ル は 、 管 路 内 の 点 検 ・ 修 理 ・ 清 掃 等 の 維 持
管 理 の た め に 設 け ら れ る も の で あ り 、 た と え ば 管 路 の 起 点 や 方 向 ， 勾 配 も し く は 管 径 等 の
変 化 す る 箇 所 ， 段 差 の 生 ず る 箇 所 お よ び 管 路 の 会 合 す る 箇 所 等 だ け で な く 、 管 路 の 直 線 部
分 で あ っ て も 一 定 間 隔 以 内 で 設 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
マ ン ホ ー ル １ ２ は 、 た と え ば コ ン ク リ ー ト ， レ ジ ン コ ン ク リ ー ト ま た は 塩 化 ビ ニ ル 等 の 合
成 樹 脂 等 か ら な り 、 そ の 内 部 は 板 状 の 仕 切 部 １ ４ に よ っ て 上 下 方 向 に ２ 段 に 分 離 さ れ て 、
上 層 １ ６ と 下 層 １ ８ と が 設 け ら れ る 。 つ ま り 、 下 層 １ ８ は 、 上 層 １ ６ と は 仕 切 部 １ ４ に よ
っ て 隔 て ら れ 、 か つ 、 上 層 １ ６ の 下 方 に こ れ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 マ ン ホ ー ル １ ２
の 上 端 部 の 上 面 に は 、 開 口 ２ ０ が 形 成 さ れ 、 開 口 ２ ０ に は 雨 水 が 通 過 可 能 な 流 入 蓋 ２ ２ が
着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 開 口 ２ ０ か ら 流 入 し た 雨 水 は 、 開 口 ２ ０ と 連 通 す る 上 層 １ ６
に 受 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 開 口 ２ ０ お よ び マ ン ホ ー ル 内 部 の 大 き さ は 、 人 ま た は 清 掃 用 車 両 等 が 入 っ て 作 業 を
行 え る 大 き さ に 設 定 さ れ る 。 た と え ば 開 口 ２ ０ は φ ５ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 に 設 定 す る の が 望 ま し
い 。 ま た 、 図 示 は 省 略 し て あ る が 、 マ ン ホ ー ル 内 部 の 側 壁 に は 昇 降 用 の ス テ ッ プ 等 が 設 け
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
流 入 蓋 ２ ２ に は 、 ス リ ッ ト 状 ， 網 目 状 ま た は 格 子 状 等 に 貫 通 孔 ２ ４ が 形 成 さ れ 、 し た が っ
て 、 雨 水 が 通 過 可 能 で あ る 。 流 入 蓋 ２ ２ は 、 た と え ば ス テ ン レ ス 鋼 ， 鋳 鉄 ま た は Ｆ Ｒ Ｐ 等
か ら な り 、 従 来 の 道 路 側 溝 や 街 き ょ マ ス 等 に 取 り 付 け ら れ て い た い わ ゆ る グ レ ー チ ン グ な
い し 溝 蓋 ， 格 子 蓋 等 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う に 、 こ の マ ン ホ ー ル １ ２ は 、 流 入 蓋 ２ ２ お よ び 開 口 ２ ０ か ら 道 路 上 の 雨 水 を 直 接
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流 下 さ せ て 取 得 で き る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 マ ン ホ ー ル １ ２ は 、 図 ２ か ら よ く
分 か る よ う に 、 こ の 実 施 例 で は 、 車 道 と 歩 道 の 境 界 の Ｌ 形 道 路 側 溝 の 下 に 設 置 さ れ る 。 こ
れ は 、 雨 水 の 流 入 を で き る だ け 回 避 す る よ う に 、 た と え ば Ｌ 形 街 き ょ （ 雨 水 ま す ） 付 近 を
避 け て 設 置 し た り 、 蓋 の 穴 を な く す こ と が 望 ま し い と さ れ た 従 来 の 分 流 式 下 水 道 に お け る
汚 水 管 路 の マ ン ホ ー ル と は 異 な っ た 構 成 と な っ て い る 。 な お 、 道 路 側 溝 の 形 態 は 適 宜 変 更
さ れ 、 Ｕ 形 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
仕 切 部 １ ４ に は 、 下 層 １ ８ を 点 検 等 す る た め の 蓋 ２ ６ が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 蓋 ２ ６
に は 取 っ 手 ２ ８ が 設 け ら れ る 。 な お 、 蓋 ２ ６ と 仕 切 部 １ ４ と の 間 に は た と え ば ゴ ム 等 の 封
止 部 材 を 介 在 さ せ て 水 密 性 を 確 保 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 層 １ ６ の 側 壁 に は 、 流 入 口 ３ ０ お よ び 流 出 口 ３ ２ が た と え ば 対 向 す る 位 置 等 に 形 成 さ れ
る 。 流 入 口 ３ ０ に は 流 入 管 路 ３ ４ を 構 成 す る 流 入 管 ３ ４ ａ が 接 続 さ れ 、 流 出 口 ３ ２ に は 流
出 管 路 ３ ６ を 構 成 す る 流 出 管 ３ ６ ａ が 接 続 さ れ る 。 流 入 管 ３ ４ ａ お よ び 流 出 管 ３ ６ ａ は 、
た と え ば 塩 化 ビ ニ ル 等 の 合 成 樹 脂 等 か ら な る リ ブ な し 管 で あ り 、 流 入 口 ３ ０ お よ び 流 出 口
３ ２ に 差 し 込 ま れ る そ れ ぞ れ の 端 部 表 面 に は 砂 付 加 工 が 施 さ れ て い る 。 流 入 管 路 ３ ４ お よ
び 流 出 管 路 ３ ６ の 管 径 は 、 た と え ば φ ２ ０ ０ ～ φ ５ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 に 設 定 さ れ 得 る 。 そ し て
、 流 入 口 ３ ０ お よ び 流 出 口 ３ ２ に モ ル タ ル ま た は コ ン ク リ ー ト 等 が 打 設 さ れ 、 さ ら に 内 面
側 か ら 接 着 剤 が 充 填 さ れ る 。 流 入 管 路 ３ ４ お よ び 流 出 管 路 ３ ６ は 所 定 の 勾 配 を 有 し て 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 下 層 １ ８ の 側 壁 に も 、 上 層 １ ６ と 同 様 に し て 、 流 入 口 ４ ０ お よ び 流 出 口 ４ ２ が た と
え ば 対 向 す る 位 置 等 に 形 成 さ れ る 。 流 入 口 ４ ０ お よ び 流 出 口 ４ ２ は 、 た と え ば 上 層 １ ６ の
流 入 口 ３ ０ お よ び 流 出 口 ３ ２ に 対 応 し て そ の 真 下 に 位 置 す る よ う に 設 け ら れ る 。 そ し て 、
流 入 口 ４ ０ に は 流 入 管 路 ４ ４ を 構 成 す る 流 入 管 ４ ４ ａ が 同 様 に し て 接 続 さ れ 、 ま た 、 流 出
口 ４ ２ に は 流 出 管 路 ４ ６ を 構 成 す る 流 出 管 ４ ６ ａ が 同 様 に し て 接 続 さ れ る 。 流 入 管 路 ４ ４
お よ び 流 出 管 路 ４ ６ の 管 径 は 、 た と え ば φ １ ５ ０ ～ φ ４ ５ ０ ｍ ｍ 程 度 に 設 定 さ れ 得 る 。 ま
た 、 流 入 管 路 ４ ４ お よ び 流 出 管 路 ４ ６ も 所 定 の 勾 配 を 有 し て 設 け ら れ て い る 。 な お 、 下 層
１ ８ の 底 面 に は 必 要 に 応 じ て イ ン バ ー ト を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 上 層 １ ６ お よ び 下 層 １ ８ の 各 開 口 の 形 態 ， 数 お よ び 方 向 等 や 各 管 と の 接 続 形 態 等 は
適 宜 変 更 さ れ る 。 た と え ば 、 流 出 口 お よ び 流 入 口 に は 、 た と え ば く ら 型 マ ン ホ ー ル 継 手 や
ゴ ム 製 の 可 と う マ ン ホ ー ル 継 手 等 を 設 け て 、 こ の 継 手 に 流 入 管 お よ び 流 出 管 を そ れ ぞ れ 接
続 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 流 入 管 お よ び 流 出 管 は リ ブ パ イ プ 等 で あ っ て も よ い 。 さ
ら に 、 マ ン ホ ー ル １ ２ を 塩 化 ビ ニ ル 等 の 合 成 樹 脂 等 で 形 成 す る 場 合 に は 、 各 開 口 は 受 口 ま
た は 差 口 と し て 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 こ の 下 水 管 路 １ ０ で は 、 上 層 １ ６ に 接 続 さ れ る 流 入 管 路 ３ ４ お よ び 流 出 管 路 ３ ６ は
雨 水 が 流 さ れ る 雨 水 管 路 を 構 成 し て お り 、 下 層 １ ８ に 接 続 さ れ る 流 入 管 路 ４ ４ お よ び 流 出
管 路 ４ ６ は 汚 水 が 流 さ れ る 汚 水 管 路 を 構 成 し て い る 。 つ ま り 、 た と え ば 、 雨 水 ま す 等 か ら
延 び る 取 付 管 が 、 上 段 の 流 入 管 路 ３ ４ お よ び 流 入 側 に 設 置 さ れ る 他 の マ ン ホ ー ル １ ２ の 上
層 １ ６ 等 に 接 続 さ れ て お り 、 汚 水 ま す 等 か ら 延 び る 取 付 管 が 下 段 の 流 入 管 路 ４ ４ お よ び 流
入 側 に 設 置 さ れ る 他 の マ ン ホ ー ル １ ２ の 下 層 １ ８ 等 に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 こ の マ ン ホ
ー ル １ ２ の 上 層 １ ６ お よ び 下 層 １ ８ に も 、 取 付 管 等 が 接 続 さ れ て よ い の は 言 う ま で も な い
。 そ し て 、 上 段 の 流 出 管 路 ３ ６ は 河 川 等 の 公 共 水 域 へ 延 び 、 下 段 の 流 出 管 路 ４ ６ は 下 水 処
理 場 へ 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
下 水 管 路 １ ０ を 敷 設 す る 際 に は 、 た と え ば 、 ま ず 、 敷 設 用 の 溝 を 掘 削 し 、 掘 削 溝 内 に 基 礎
を 形 成 し て 、 マ ン ホ ー ル １ ２ を 設 置 す る 。 次 に 、 下 層 １ ８ の 流 入 口 ４ ０ お よ び 流 出 口 ４ ２
に そ れ ぞ れ 流 入 管 路 ４ ４ お よ び 流 出 管 路 ４ ６ を 接 合 す る 。 そ し て 、 上 層 １ ６ の 流 入 口 ３ ０
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お よ び 流 出 口 ３ ２ の 下 方 あ た り ま で 土 砂 で 埋 め 戻 す 。 続 い て 、 上 層 １ ６ の 流 入 口 ３ ０ お よ
び 流 出 口 ３ ２ に そ れ ぞ れ 流 入 管 路 ３ ４ お よ び 流 出 管 路 ３ ６ を 接 合 す る 。 そ の 後 、 掘 削 溝 の
残 り の 部 分 を 土 砂 で 埋 め 戻 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
施 工 後 、 雨 が 降 る と 、 車 道 か ら 道 路 側 溝 に 流 さ れ た 雨 水 は 開 口 ２ ０ か ら 上 層 １ ６ 内 に 取 り
込 ま れ る 。 取 り 込 ま れ た 雨 水 は 、 流 入 管 路 ３ ４ を 通 し て 流 入 口 ３ ０ か ら 流 入 し た 雨 水 と と
も に 、 流 出 口 ３ ２ か ら 排 出 さ れ 、 流 出 管 路 ３ ６ を 通 し て 公 共 水 域 に 放 流 さ れ る 。 一 方 、 汚
水 は 流 入 管 路 ４ ４ を 通 し て 流 入 口 ４ ０ か ら 下 層 １ ６ に 流 入 し 、 流 出 口 ４ ２ か ら 流 出 管 路 ４
６ を 通 し て 下 水 処 理 場 へ 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 雨 水 を 取 り 込 む た め の 開 口 ２ ０ を 形 成 す る と と も に 、 雨 水 管 路 の 接
続 さ れ る 上 層 １ ６ と 汚 水 管 路 の 接 続 さ れ る 下 層 １ ８ と を 上 下 方 向 に ２ 段 に 分 離 し て 設 け る
よ う に し た の で 、 マ ン ホ ー ル １ ２ な ら び に 雨 水 管 路 お よ び 汚 水 管 路 を 含 む 下 水 管 路 １ ０ を
道 路 側 溝 の 下 に 設 置 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 車 道 下 に 管 路 が な く な る の で 、
車 道 陥 没 事 故 や 取 付 管 増 設 工 事 等 の た び に 車 道 を 掘 り 返 し た り す る こ と が な く な り 、 車 道
下 埋 設 に よ る 問 題 を 解 消 で き る 。 ま た 、 下 水 管 路 １ ０ の 道 路 側 溝 下 へ の 埋 設 は 、 歩 道 下 に
埋 設 さ れ る こ と の 多 い ガ ス 管 ， 水 道 管 や Ｃ Ｃ ボ ッ ク ス ， 情 報 ボ ッ ク ス 等 と の 競 合 ・ 重 な り
合 い も 発 生 せ ず 、 限 ら れ た ス ペ ー ス で あ る 道 路 下 空 間 の 効 率 的 利 用 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 上 述 の 実 施 例 で は 、 上 層 １ ６ と 下 層 １ ８ と を 完 全 に 分 離 す る よ う に し て い る が 、 た
と え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 仕 切 部 １ ４ に 貫 通 孔 な い し オ リ フ ィ ス ４ ８ を 形 成 す る こ と に よ
っ て 、 上 層 １ ６ と 下 層 １ ８ と 繋 げ る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 雨 水 の 一 部 が 貫 通
孔 ４ ８ を 通 し て 下 層 １ ８ へ 与 え ら れ る こ と と な る 。 す な わ ち 、 汚 染 物 質 の 混 入 さ れ た 降 雨
初 期 の 雨 水 を 下 層 １ ８ へ 流 下 さ せ て 、 流 出 管 路 ４ ６ す な わ ち 汚 水 管 路 に 排 出 す る こ と が で
き る 。 た だ し 、 所 定 量 の 雨 水 （ 降 雨 初 期 雨 水 ） が 下 層 １ ８ へ 流 下 す る ま で は 雨 水 が 流 出 管
路 ３ ６ へ 流 出 す る こ と の な い よ う に 貫 通 孔 ４ ８ の 大 き さ や 流 入 口 ３ ０ お よ び 流 出 口 ３ ２ の
形 成 位 置 （ 高 さ ） 等 が 設 定 さ れ る 必 要 が あ る 。 な お 、 貫 通 孔 ４ ８ は 図 ３ で は １ つ 形 成 さ れ
て い る が 、 複 数 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
初 期 以 降 の 雨 水 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 層 １ ６ 内 に 溜 ま る こ と に よ っ て 流 出 管 路 ３ ６ へ
排 出 さ れ 、 公 共 水 域 へ 放 流 さ れ る の で 、 下 水 処 理 場 の 負 担 が 過 大 と な る こ と は な い 。 し た
が っ て 、 こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 下 水 処 理 場 の 負 担 を 抑 え つ つ 、 公 共 水 域 の 汚 染 を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す 他 の 実 施 例 の 下 水 管 路 １ ０ は 、 雨 水 流 出 抑 制 対 策 が 施 さ れ た も の で
あ る 。 こ の 下 水 管 路 １ ０ で は 、 マ ン ホ ー ル １ ２ は 図 ３ 実 施 例 の マ ン ホ ー ル と 同 様 の も の が
適 用 さ れ て い る が 、 図 ３ 実 施 例 の 下 水 管 路 と は 異 な っ て 、 上 層 １ ６ に 接 続 さ れ る 雨 水 管 路
（ 流 入 管 路 ３ ４ お よ び 流 出 管 路 ３ ６ ） を 構 成 す る 管 と し て 有 孔 管 が 適 用 さ れ て お り 、 ま た
、 下 層 １ ８ に 接 続 さ れ る 汚 水 管 路 （ 流 入 管 路 ４ ４ お よ び 流 出 管 路 ４ ６ ） と し て リ ブ 付 管 が
適 用 さ れ て い る 。 有 孔 管 お よ び リ ブ 付 管 は た と え ば 塩 化 ビ ニ ル 等 の 合 成 樹 脂 等 か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 上 層 １ ６ の 流 入 口 ３ ０ お よ び 流 出 口 ３ ２ の 内 面 側 に は 、 た と え ば ス テ ン レ ス 鋼 等 か
ら な る メ ッ シ ュ 状 等 の フ ィ ル タ ３ ８ が そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の フ ィ ル タ ３ ８ に
よ っ て 流 入 雨 水 中 に 含 ま れ る 葉 っ ぱ 等 の ゴ ミ が 除 去 さ れ 、 流 出 管 路 ３ ６ お よ び 流 入 管 路 ３
４ （ 上 流 側 へ の 逆 流 時 ） へ の ゴ ミ 等 の 流 出 が 防 止 さ れ る 。 し た が っ て 、 有 孔 管 の 孔 の 目 詰
ま り が 防 止 さ れ る と と も に 、 砕 石 層 ５ ４ へ の ゴ ミ 等 の 侵 入 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
さ ら に 、 雨 水 管 路 ， 汚 水 管 路 お よ び マ ン ホ ー ル １ ２ の 周 囲 に は 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ が 掘 削 溝
に 沿 っ て 略 筒 状 に 設 け ら れ て お り 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ で 囲 ま れ た 内 部 は 砕 石 ５ ２ で 埋 め 戻 さ
れ た 砕 石 層 ５ ４ と さ れ る 。 こ の よ う な 砕 石 層 ５ ４ が 上 下 ２ 段 に さ れ た 下 水 管 路 １ ０ の 周 囲
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に 、 し か も 管 路 方 向 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の 実 施 例 で は 、 こ の 砕 石 層 ５ ４ を 一 時 的 な 貯 水 槽 と し 、 雨 水 を 一 時 的 に 貯 留 し て か ら ゆ
っ く り と 地 中 に 浸 透 さ せ る 流 出 抑 制 対 策 が 施 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ と
し て は 、 水 を 通 す が 土 砂 を 通 さ な い よ う な も の が 望 ま し く 、 透 水 シ ー ト が 使 用 さ れ る 。 シ
ー ト 部 材 ５ ０ は 種 々 の も の が 用 い ら れ 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 た と え ば 長 繊 維 ポ リ エ
ス テ ル 系 不 織 布 等 で あ り 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン ， ウ レ タ ン ， 塩 化 ビ ニ ル ， 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン
， Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 等 の 合 成 樹 脂 等 が 用 い ら れ 、 ま た 織 布 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 下 水 管 路 １ ０ を 敷 設 す る 際 に は 、 た と え ば 、 ま ず 、 敷 設 用 の 溝 を 掘 削 し 、 掘 削 溝 の 底
面 お よ び 側 面 に シ ー ト 部 材 ５ ０ を 敷 設 す る 。 次 に 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ 内 に 砕 石 ５ ２ で 底 部 を
設 け 、 マ ン ホ ー ル １ ２ を 設 置 す る 。 続 い て 、 汚 水 管 路 （ 流 入 管 路 ４ ４ お よ び 流 出 管 路 ４ ６
） を 接 合 し 、 側 部 を 砕 石 ５ ２ で 埋 め 戻 す 。 さ ら に 、 雨 水 管 路 （ 流 入 管 路 ３ ４ お よ び 流 出 管
路 ３ ６ ） を 接 合 し て 、 マ ン ホ ー ル １ ２ の 上 層 １ ６ の 上 部 ま で 砕 石 ５ ２ で 埋 め 戻 す 。 そ の 後
、 砕 石 層 ５ ４ の 上 面 を シ ー ト 部 材 ５ ０ で 覆 い 、 地 表 ま で を 土 砂 で 埋 め 戻 す 。 な お 、 砕 石 層
５ ４ の 上 面 を シ ー ト 部 材 ５ ０ で 被 覆 す る こ と に よ っ て 、 砕 石 層 ５ ４ 内 に 土 砂 が 流 入 す る の
を 防 止 で き 、 し た が っ て 、 土 砂 や 路 面 の 沈 下 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
施 工 後 、 雨 が 降 る と 、 車 道 か ら 道 路 側 溝 に 流 さ れ た 雨 水 は 開 口 ２ ０ か ら 上 層 １ ６ 内 に 取 り
込 ま れ る 。 降 雨 初 期 の 雨 水 は 、 貫 通 孔 ４ ８ を 通 し て 下 層 １ ８ へ 流 下 す る が 、 そ の 後 の 雨 水
が 上 層 １ ６ 内 に 溜 ま る と 、 流 出 管 路 ３ ６ へ 排 出 さ れ る 。 流 出 管 路 ３ ６ お よ び 流 入 管 路 ３ ４
は 有 孔 管 で あ る た め 、 雨 水 は 管 壁 の 孔 か ら 砕 石 層 ５ ４ に 排 出 さ れ つ つ 雨 水 管 路 を 流 れ る 。
砕 石 層 ５ ４ は シ ー ト 部 材 ５ ０ で 囲 ま れ て い る の で 、 有 孔 管 か ら 排 出 さ れ た 雨 水 は 、 砕 石 層
５ ４ の 空 隙 に 貯 留 さ れ る こ と と な る 。 そ し て 、 砕 石 層 ５ ４ の 雨 水 は 、 そ の 側 面 お よ び 底 面
等 に お い て シ ー ト 部 材 ５ ０ を 通 過 す る こ と で 、 徐 々 に 地 中 へ 浸 透 し て い く 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 下 水 管 路 １ ０ の 施 工 を す る 際 に 、 雨 水 の 流 出 抑 制 対 策 を 施 し た 管 路
と す る こ と が で き る の で 、 工 事 費 を 低 減 で き る 。 し か も 上 下 ２ 段 に な っ た 管 路 の 周 囲 に 、
そ の 管 路 方 向 に わ た っ た 線 状 の 対 策 を 施 す こ と と な る の で 、 従 来 の 局 所 的 な 対 策 よ り も 流
出 抑 制 の 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
た と え ば 、 砕 石 層 ５ ４ が 高 さ １ ６ ０ ０ ｍ ｍ × 幅 ８ ０ ０ ｍ ｍ の 矩 形 断 面 を 管 路 方 向 に 有 し て
お り 、 φ ２ ５ ０ の 有 孔 管 お よ び φ ２ ５ ０ の リ ブ パ イ プ を そ れ ぞ れ 雨 水 管 路 お よ び 汚 水 管 路
に 使 用 し た 場 合 に お い て 、 砕 石 層 ５ ４ （ 有 孔 管 内 部 を 含 む 。 ） に 貯 留 さ れ る 雨 水 量 は 、 砕
石 の 空 隙 率 を ３ ０ ％ と し て 、 管 路 １ ０ ０ ｍ あ た り に 換 算 す る と 最 大 で ３ ９ ． ７ ｍ ３ に も な
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
な お 、 上 述 の 図 ５ 実 施 例 で は 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ に 透 水 シ ー ト を 使 用 し て 雨 水 を 地 中 に 浸 透
さ せ る よ う に し て い る が 、 た と え ば 図 ７ に 示 す 他 の 実 施 例 の 下 水 管 路 １ ０ よ う に 、 シ ー ト
部 材 ５ ０ と し て 遮 水 シ ー ト を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 雨 水 を そ の 場 で 地 中 に 浸 透 さ せ な い
よ う に し て も よ い 。 遮 水 シ ー ト は 、 水 を 通 さ な い も の で あ り 、 上 述 の 透 水 シ ー ト と 同 様 に
種 々 の も の が 用 い ら れ 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 た と え ば ウ レ タ ン 等 の 合 成 樹 脂 以 外 に
も ゴ ム や ス テ ン レ ス 薄 板 等 の 金 属 等 も 用 い ら れ 得 る 。 ま た 、 図 ７ 実 施 例 で は 、 マ ン ホ ー ル
１ ２ の 下 端 部 に オ リ フ ィ ス な い し 貫 通 孔 ６ ０ が 形 成 さ れ 、 こ の 貫 通 孔 ６ ０ に よ っ て マ ン ホ
ー ル １ ２ を 挟 ん だ 貯 水 槽 ５ ４ の 上 流 側 と 下 流 側 と が 繋 げ ら れ る 。 な お 、 こ の 図 ７ 実 施 例 の
よ う な 構 成 は 、 計 画 的 に 雨 水 を 地 中 浸 透 さ せ な い 場 合 だ け で な く 、 雨 水 の 浸 透 不 可 能 な 地
盤 に お い て 特 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の 実 施 例 で は 、 雨 水 は 、 貯 水 槽 と し て の 砕 石 層 ５ ４ に 貯 め ら れ 、 さ ら に 、 貯 水 槽 ５ ４ が
管 路 ３ ４ ， ３ ６ ， ４ ４ お よ び ４ ６ と 同 様 に 勾 配 を 有 し て 下 流 側 へ 延 び て い る た め 、 雨 水 は
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こ の 貯 水 槽 ５ ４ お よ び 貫 通 孔 ６ ０ を 通 し て ゆ っ く り と 下 流 へ 流 れ て い く こ と と な る 。 こ の
よ う に し て 、 雨 水 の 一 時 貯 留 を 実 現 で き 、 ま た 雨 水 の ピ ー ク カ ッ ト 機 能 が 発 揮 さ れ 、 た と
え ば 洪 水 時 の よ う な 雨 水 量 の ピ ー ク 時 で あ っ て も 大 量 の 雨 水 を 短 時 間 に 放 流 す る こ と を 回
避 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
な お 、 貯 水 槽 ５ ４ の 上 流 側 と 下 流 側 を 繋 ぐ 貫 通 孔 ６ ０ は た と え ば 側 壁 等 に 形 成 さ れ て も よ
く 、 ま た 複 数 形 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 マ ン ホ ー ル １ ２ の 側 部 や 底 部 あ る い は 上 部 等 に お
い て も 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ と の 間 に 間 隔 を 設 け て お い て 砕 石 層 ５ ４ を 形 成 す る こ と に よ っ て
、 そ こ を 雨 水 が 流 れ る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 貯 水 槽 ５ ４ が 最 下 流 ま で 延 び て 形 成 さ れ
て い な く て も ピ ー ク カ ッ ト 機 能 が 発 揮 さ れ る の は 言 う ま で も な い 。 ま た 、 た と え ば 浸 透 可
能 な 地 盤 に 至 っ た 場 合 等 に は 途 中 か ら 透 水 シ ー ト を 使 用 し て 地 中 浸 透 さ せ る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
な お 、 上 述 の 各 実 施 例 は 、 流 出 抑 制 対 策 と し て 、 雨 水 を 一 時 的 に 貯 留 す る 対 策 を 施 し た も
の で あ る が 、 た と え ば シ ー ト 部 材 ５ ０ に 遮 水 シ ー ト を 使 用 し 、 か つ 、 管 路 方 向 の 両 側 も 遮
水 シ ー ト で 区 切 っ て 遮 断 す る こ と 等 に よ っ て 、 局 所 的 な 貯 水 槽 等 を 形 成 し 、 た と え ば 非 常
用 生 活 用 水 ， 防 火 用 水 等 に 雨 水 を 利 用 す る よ う な 別 の 目 的 の た め に 貯 水 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 上 述 の 各 実 施 例 で は 、 道 路 側 溝 の 底 面 に 雨 水 を 導 入 す る 孔 が 形 成 さ れ て い た の で 、
マ ン ホ ー ル １ ２ の た と え ば 上 端 部 の 上 面 に 開 口 ２ ０ を 設 け て 、 道 路 側 溝 下 に 設 置 す る よ う
に し て い る が 、 開 口 ２ ０ の 形 成 箇 所 は 、 道 路 側 溝 に お け る 雨 水 の 導 入 孔 の 形 態 に よ っ て 適
宜 変 更 さ れ 得 る 。 た と え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 道 路 側 溝 の 縁 石 の 側 面 に 導 入 孔 ５ ６ が 形
成 さ れ て い る よ う な 場 合 に は 、 マ ン ホ ー ル １ ２ の 上 端 部 の 側 面 （ 側 壁 ） に 開 口 ２ ０ を 形 成
し 、 開 口 ２ ０ が 導 入 孔 ５ ６ と 連 通 す る よ う に し て マ ン ホ ー ル １ ２ を 歩 道 下 に 設 置 す る よ う
に し て も よ い 。 こ の 場 合 に も 、 道 路 上 の 雨 水 が 開 口 ２ ０ か ら 内 部 に 直 接 流 下 さ れ る 。 な お
、 こ の 場 合 、 マ ン ホ ー ル １ ２ の 上 面 は 、 従 来 の マ ン ホ ー ル と 同 様 に 、 雨 水 を 取 得 す る こ と
の な い 点 検 用 の 入 口 と な り 、 蓋 体 ５ ８ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
な お 、 上 述 の 各 実 施 例 で は 、 上 層 １ ６ お よ び 下 層 １ ８ の ２ 層 に 形 成 し て い る が 、 本 発 明 は
、 実 質 的 に 雨 水 を 流 す た め の 上 層 お よ び 汚 水 を 流 す た め の 下 層 の 少 な く と も 上 下 方 向 に ２
段 に 分 離 さ れ た ２ 層 を 含 ん で 構 成 さ れ る も の で あ れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 図 解 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 実 施 例 を 示 す 図 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 図 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ 実 施 例 に お け る 雨 水 の 流 れ を 示 す 図 解 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 図 解 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ 実 施 例 を 示 す 図 解 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 図 解 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 図 解 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 合 流 式 下 水 道 の 一 例 を 示 す 図 解 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ
） に お け る Ｘ － Ｘ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 分 流 式 下 水 道 の 一 例 を 示 す 図 解 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 、 （ Ｂ ） は （
Ａ ） に お け る Ｙ － Ｙ 断 面 図 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） に お け る Ｚ － Ｚ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 … 下 水 管 路
１ ２ 　 … マ ン ホ ー ル
１ ４ 　 … 仕 切 部
１ ６ 　 … 上 層
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１ ８ 　 … 下 層
２ ０ 　 … 開 口
４ ８ 　 … 貫 通 孔
５ ０ 　 … シ ー ト 部 材
５ ２ 　 … 砕 石
５ ４ 　 … 砕 石 層

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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